
枚
方
議
会
６
面

０
５
０
１
０
６

木
❶
木
❷
井
❸
井
❹
井
❺
木
❻
井

議
会
は
、
１
月
２８
日
に
緊

急
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）
は
、
国
の
総

合
経
済
対
策
に
伴
う
、
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

本
市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て

補
正
を
行
う
も
の
で
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
３
１
０

０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。歳

入
の
補
正
内
容
は
、
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
４
億
８
６

５
万
円
の
増
額
、
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
７
７
６
５
万
円

の
減
額
で
す
。

歳
出
の
補
正
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
購
入
補
助
事
業
負
担
金

（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用
を

補
助
）
…
３
０
０
万
円

▼
物
価
高
騰
対
策
消
費
拡
大

支
援
事
業
費
（
市
内
対
象
店

舗
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
利
用
で
の
ポ
イ
ン
ト

還
元
）…
１
億
２
３
０
０
万
円

▼
省
エ
ネ
家
電
買
い
換
え
促

進
事
業
費
（
対
象
家
電
の
購

入
金
額
に
応
じ
て
１
万
円
か

ら
３
万
円
の
補
助
）
…
１
億

円▼
低
所
得
世
帯
（
住
民
税
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
）
に
対

す
る
給
付
金
事
業
費
（
住
民

税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
１

世
帯
当
た
り
１
万
５
０
０
０

円
に
加
え
、
世
帯
員
で
あ
る

１８
歳
以
下
の
児
童
１
人
当
た

り
１
万
円
を
加
算
し
給
付
）

…
１
億
５
０
０
万
円

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業

広
く
市
民
に
周
知
し

早
期
実
施
に
向
け
た
調
整
を

質
問

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業
負
担

金
の
予
算
を
３
０
０
万
円
と

し
た
積
算
の
根
拠
を
聞
く
。

答
弁

先
行
近
隣
市
の
交
付

状
況
や
本
市
の
人
口
規
模
等

を
勘
案
し
、
補
助
を
購
入
費

の
半
額
と
し
、
上
限
２
０
０

０
円
で
１
５
０
０
件
と
し
た
。

要
望
等

自
転
車
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
同
補

助
事
業
を
広
く
市
民
へ
周
知

す
る
と
と
も
に
、
早
期
実
施

に
向
け
た
調
整
を
要
望
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

事
業
実
施
後
の

十
分
な
効
果
検
証
を

質
問

国
の
交
付
金
を
活
用

し
た
効
果
的
な
市
内
中
小
企

業
の
販
売
促
進
施
策
を
要
望

し
て
き
た
が
、
今
回
実
施
す

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に

よ
る
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の

経
済
効
果
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

市
内
事
業
者
の
売
上

向
上
や
市
内
外
の
利
用
者
に

よ
る
消
費
拡
大
と
と
も
に
、

事
業
終
了
後
も
市
内
消
費
の

継
続
に
よ
る
地
域
経
済
の
循

環
促
進
が
期
待
で
き
る
。

要
望
等

事
業
実
施
後
の
十

分
な
効
果
検
証
を
要
望
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

身
近
な
場
所
で
の

消
費
者
向
け
説
明
会
開
催
を

質
問

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

の
実
施
に
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
利
用
し
て
い
な
い

人
等
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
消
費
者
や
事
業
者
向
け

の
説
明
会
は
開
催
す
る
の
か
。

答
弁

消
費
者
向
け
説
明
会

の
予
定
は
な
い
が
、
ポ
ス
タ

ー
等
で
周
知
を
行
う
。ま
た
、

初
め
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
導
入
す
る
事
業
者
向
け

の
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
す
る
。

要
望
等

身
近
な
場
所
で
の

消
費
者
向
け
の
個
別
説
明
会

の
開
催
を
要
望
す
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業

着
用
率
向
上
と
と
も
に

自
転
車
保
険
加
入
の
啓
発
を

質
問

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業
の
実

施
に
至
っ
た
経
緯
を
聞
く
。

答
弁

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率

の
調
査
で
、
本
市
は
同
乗
者

が
約
８
割
で
あ
る
一
方
、
本

人
は
約
１
割
で
あ
っ
た
。
努

力
義
務
化
の
法
改
正
か
ら
約

２
年
の
経
過
を
機
に
、事
故
被

害
軽
減
を
目
的
に
実
施
す
る
。

要
望
等

補
助
申
請
手
続
の

簡
素
化
も
必
要
で
あ
る
。
着

用
率
の
向
上
と
と
も
に
自
転

車
保
険
加
入
義
務
化
の
周
知
、

啓
発
を
要
望
す
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業

全
年
齢
層
が
対
象
の
た
め

申
請
に
関
す
る
周
知
が
重
要

質
問

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
補
助
事
業
は
全

年
齢
層
対
象
だ
が
、
申
請
に

関
す
る
周
知
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
手
法
を
聞
く
。

答
弁

市
広
報
紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
様
々
な
媒
体
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
市
自
転
車
駐

車
場
や
関
係
機
関
で
も
啓
発

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
等
を
行
う
。

要
望
等

高
齢
者
で
も
分
か

り
や
す
い
申
請
手
続
と
し
、

同
事
業
を
機
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
重
要
性
を
周
知
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

詳
細
説
明
な
い
補
正
予
算
案

白
紙
委
任
で
は
な
い
か

質
問

今
回
の
補
正
予
算
案

は
、
緊
急
議
会
を
開
催
し
て

ま
で
審
議
す
る
緊
急
性
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
。
施
策
の
詳

細
説
明
も
な
く
白
紙
委
任
を

求
め
る
よ
う
な
手
法
は
、行
政

の
透
明
性
や
説
明
責
任
を
確

保
す
る
た
め
に
あ
る
議
会
の

役
割
を
否
定
し
て
い
る
と
考

え
る
が
、市
長
の
見
解
を
聞
く
。

答
弁

市
議
会
に
対
し
て
は

説
明
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
今
回
は
、
国
交

付
金
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
緊

急
性
に
鑑
み
た
対
応
と
し
た
。

６
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
は
、
国

の
総
合
経
済
対
策
に
伴
う
本

市
独
自
の
支
援
と
し
て
、
来

年
度
の
水
道
料
金
基
本
料
金

等
の
減
免
実
施
の
た
め
、
債

務
負
担
行
為（
＊
１
）の
補
正

と
し
て
上
下
水
道
料
金
シ
ス

テ
ム
改
修
業
務
委
託
の
経
費

１
０
０
０
万
円
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託

水
道
基
本
料
金
等
の
減
免

実
施
時
期
や
対
象
は

質
問

水
道
基
本
料
金
等
の

減
免
は
、
水
道
を
利
用
す
る

全
世
帯
や
事
業
者
に
対
し
て

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
広
く

公
平
に
効
果
を
享
受
で
き
る

物
価
高
騰
対
策
で
あ
る
と
考

え
る
。
今
回
、
関
連
す
る
シ

ス
テ
ム
改
修
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
減
免
実
施

時
期
や
対
象
を
聞
く
。

答
弁

２
か
月
間
を
予
定
し

て
お
り
、
７
年
６
月
検
針
の

場
合
は
５
・
６
月
分
、
７
月

検
針
の
場
合
は
６
・
７
月
分

の
料
金
が
対
象
と
な
る
。

水
道
基
本
料
金
等
減
免

多
額
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費

対
象
期
間
を
延
長
す
べ
き

質
問

仮
に
水
道
基
本
料
金

の
減
免
期
間
を
延
長
す
る
場

合
、
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委

託
料
の
額
に
影
響
す
る
の
か
。

答
弁

延
長
分
に
係
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
修
正
及
び
減
免
を
反

映
し
た
料
金
の
集
計
資
料
作

成
な
ど
の
業
務
が
増
加
す
る

た
め
、
影
響
が
生
じ
る
。

要
望
等

シ
ス
テ
ム
改
修
に

１
０
０
０
万
円
も
か
け
る
な

ら
、
今
回
の
減
免
対
象
期
間

だ
け
で
な
く
延
長
し
て
お
く

べ
き
で
あ
っ
た
と
意
見
す
る
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

枚
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
を
紹
介
し
ま
す
。

か
ん
え
い

宗
覚
は
、
寛
永
１６
年（
１

６
３
９
年
）
に
生
ま
れ
、

え
ん
ぽ
う

延
宝
７
年（
１
６
７
９
年
）

く
し
ゅ
う
お
ん
い
ん

か
ら
久
修
園
院
（
楠
葉
中

之
芝
２
丁
目
）
の
住
職
と

な
り
ま
し
た
。
じ
ん
き

久
修
園
院
は
、
神
亀
２

年（
７
２
５
年
）、行
基（
６

６
８
年
〜
７
４
９
年
）
が

５８
歳
の
時
に
創
建
し
た

と
言
わ
れ
る
、
行
基
四
十

九
院
の
一
つ
で
す
。
こ
の

け
い
ち
ょ
う

寺
は
、
慶
長
２０
年
（
１
６

１
５
年
）、大
坂
夏
の
陣
の

際
に
、
逃
げ
込
ん
だ
豊
臣

方
の
兵
が
火
を
掛
け
た
こ

と
で
焼
失
し
ま
し
た
が
、

復
興
の
依
頼
を
受
け
た
宗

ほ
ん
ぞ
ん
し
ゃ
か
に
ょ

覚
は
、
自
ら
本
尊
釈
迦
如

ら
い
り
ゅ
う
ぞ
う

来
立
像
を
修
理
し
、
寄

附
を
集
め
て
再
興
し
た
こ

ち
ゅ
う

と
か
ら
、
久
修
園
院
の
中

こ
う興
の
祖
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。境

内
に
祀
ら
れ
て
い
る
、

高
さ
６
尺
（
約
２
メ
ー
ト

あ
い
ぜ
ん
み
ょ
う
お
う
ざ
ぞ
う

ル
）の
愛
染
明
王
坐
像
は
、

宗
覚
が
、
自
身
へ
の
母
の

心
の
深
さ
に
思
い
を
馳
せ
、

母
の
死
後
８
年
目
に
彫
り

上
げ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

多
才
多
能
で
あ
っ
た
宗けい

覚
は
、
徳
川
綱
吉
の
母
桂

し
ょ
う
い
ん

げ
ん

昌
院
の
援
助
を
受
け
、
元

ろ
く禄
６
年
（
１
６
９
３
年
）

に
、
東
寺
（
京
都
市
）
の

り
ょ
う
か
い
ま
ん
だ

ら

ず

『
両
界
曼
荼
羅
図
（
元
禄

本
）
』を
制
作
し
ま
す
。こ

れ
は
重
要
文
化
財
と
し
て

東
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
際
に
、
も
う

一
枚
複
写
し
た
も
の
が
久

修
園
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。
げ
ん
ろ
く

ま
た
、
元
禄
１５
年
（
１

７
０
２
年
）
頃
に
製
作
さ

れ
た
天
球
儀
（
銅
製
。
直

径
５２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
球
面
に
星
座
を
示
し
て
は
り
こ

い
る
。）や
地
球
儀
（
張
子

製
。
直
径
２０
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
球
面
に
描
か
れ
て

い
る
世
界
図
の
各
大
陸
の

位
置
や
形
状
は
、
仏
教
的

な
解
釈
で
配
置
さ
れ
て
い

る
。
）は
、
共
に
市
の
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

宗
教
活
動
は
も
と
よ
り
、

地
理
学
、
医
学
、
天
文
学
、

絵
画
、
工
芸
、
音
楽
、
武

術
な
ど
に
も
精
通
し
、
多

く
の
業
績
を
後
世
に
残
し

き
ょ
う
ほ
う

た
宗
覚
は
、享
保
５
年（
１

７
２
０
年
）
に
８２
歳
で
没

し
、
久
修
園
院
の
境
内
に

今
も
静
か
に
眠
っ
て
い
ま

す
。

＊
１

債
務
負
担
行
為
…
複

数
年
に
わ
た
る
契
約
や
後
年

度
の
支
出
が
確
実
な
も
の
に

つ
い
て
、
期
間
や
限
度
額
な

ど
を
定
め
、
議
会
の
議
決
を

経
て
、
将
来
の
負
担
を
約
束

す
る
こ
と
。

境内の愛染堂に祀られている
愛染明王坐像

天球儀地球儀

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

令和７年（２０２５年）５月１日 枚 方 市 議 会 報 第３５６号 ＜ ６ ＞


